
                              

                              

                              

有
馬
の
人
形
筆 

有
馬
温
泉
に
関
す
る
資
料
は
数
多
く
存

在
し
ま
す
が
、
有
馬
筆
に
つ
い
て
述
べ
た

資
料
は
少
な
く
、
そ
の
起
源
を
確
か
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
古
く
か
ら
作
ら
れ

て
き
た
有
馬
筆
か
ら
考
案
さ
れ
た
の
が
有

馬
の
人
形
筆
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
刊
行
の
『
有

馬
名
所
鑑
』
に
は
当
時
の
名
物
と
し
て
筆

頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
特
徴
は
、
文
字
を
書
こ
う
と
筆
を

立
て
る
と
、
筆
軸
の
上
端
か
ら
人
形
が
顔

を
ひ
ょ
こ
っ
と
出
す
と
い
う
も
の
で
す
。 

本
居
宣
長
も
「
有
馬
筆
ひ
ょ
い
と
出
で

た
る
言
の
は
も
人
形
よ
り
は
め
づ
ら
し
き

か
な
」
と
、
詠
ん
で
い
ま
す
。 

筆
の
玩
具
は
全
国
で
も
例
が
無
く
非
常

に
珍
し
い
も
の
で
す
。 

『
え
ほ
ん
・
コ
ウ
ベ
』
（
広
瀬
安
美
著

の
じ
ぎ
く
文
庫
）
に
は
、
製
造
過
程
が
絵

入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
筆
軸
を
絹

糸
で
か
が
る
な
ど
、
す
べ
て
が
手
作
業
で

根
気
の
要
る
作
業
だ
と
わ
か
り
ま
す
。 

習
字
嫌
い
の
お
殿
様
が
こ
の
筆
で
習
字

好
き
に
な
り
上
達
し
た
と
い
う
言
い
伝
え

も
あ
り
、
今
で
も
郷
土
玩
具
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。 

最
近
は
筆
を
手
に
す
る
こ
と
が
め
っ
き

り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
筆
な

ら
楽
し
く
字
が
書
け
そ
う
で
す
。 

－神戸ふるさと文庫だより－ 

神戸ポートタワー（4面） 

ＫＯＢＥの本棚 
 

              

第  7 5  号   平 成 2 5年 1 1月 2 0日 

編 集 ・ 発 行   神 戸 市 立 中 央 図 書 館 

                                        〒 650-0017神戸市中央区楠町７-２ -１ (078)371-3351 

                      

－神戸ふるさと文庫だより－ 
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－新しく入った本－ 

神
戸
市
立
博
物
館
で
楽
し
む
歴
史
と
美
― 

ホ
ン
モ
ノ
に
会
い
に
行
こ
う 

神
戸
市
立

博
物
館
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 

 
 

美
術
館
や
博
物
館
で
、
特
別
展
は
見

る
け
れ
ど
常
設
展
は
素
通
り
す
る
、
と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

神
戸
市
立
博
物
館
に
は
、
国
宝

「
桜
ヶ
丘
銅
鐸
」
を
始
め
、
清
盛
時
代

の
福
原
京
の
出
土
品
や
江
戸
時
代
の
兵

庫
津
の
古
図
、
神
戸
開
港
時
代
の
絵

画
・
写
真
な
ど
、
神
戸
の
歴
史
を
た
ど

る
資
料
が
豊
富
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
常
設
展
示

の
奥
深
さ
を
再
発
見
さ
せ
ら
れ
る
。 

               

神
戸
自
転
車
ホ
リ
デ
ー 

杉
谷
紗
香
（
光

村
推
古
書
院
） 

自
転
車
に
乗
っ
て
神
戸
の
ま
ち
を
楽

し
く
散
策
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

定
番
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
「
お

で
か
け
自
転
車
コ
ー
ス
」
な
ど
、
三

コ
ー
ス
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
る
。 

安
全
に
自
転
車
に
乗
る
た
め
の
ル
ー

ル
だ
け
で
な
く
、
神
戸
な
ら
で
は
の
お

役
立
ち
情
報
や
駐
輪
場
の
デ
ー
タ
な
ど

の
ト
ピ
ッ
ク
の
ほ
か
、
沿
線
の
グ
ル
メ

ス
ポ
ッ
ト
や
か
わ
い
い
お
店
の
情
報
も

満
載
。
カ
メ
ラ
を
手
に
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
く

の
に
も
手
頃
な
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。 

 

港
町
神
戸
鳥
瞰
図
＝Port 

city 
Kobe 

a 

bird ’s 
eye 

view 
2008

 

青
山
大
介

（
く
と
う
て
ん
） 

 
 

鳥
瞰
図
と
は
上
空
か
ら
地
上
を
斜
め

に
見
下
ろ
す
視
点
で
描
い
た
地
図
の
こ

と
。
本
作
は
Ｂ
１
サ
イ
ズ
一
枚
の
図
で
、

神
戸
市
街
地
の
中
心
部
を
千
六
百
分
の

一
縮
尺
で
描
い
て
い
る
。 

一
つ
の
建
物
だ
け
で
三
日
、
一
日
に

一
㎝
四
方
し
か
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。
す
べ
て
手
書
き
の
二
十
二

枚
の
図
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
完
成
ま

で
三
年
半
が
費
や
さ
れ
た
。
み
な
と
神

戸
の
今
だ
け
で
な
く
、
積
み
重
ね
て
き

た
時
間
の
流
れ
を
も
感
じ
さ
せ
る
。 

        

阪
神
間
か
ら
の
贈
り
物
―
人
と
文
化
の
徒

然
抄 

阪
神
文
化
交
游
会
編
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

阪
神
間
と
は
、
広
く
は
尼
崎
か
ら
神

戸
市
灘
区
あ
た
り
ま
で
の
六
甲
山
の
ふ

も
と
地
域
を
さ
し
、
江
戸
時
代
は
酒
造

り
で
栄
え
た
。
明
治
末
期
に
な
る
と
、

比
較
的
温
暖
で
風
光
明
媚
な
こ
の
地
に

大
阪
の
商
人
や
神
戸
の
貿
易
商
が
、
住

居
や
別
荘
を
構
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
富
裕
層
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
作
家
や

芸
術
家
が
集
ま
り
、
や
が
て
独
特
の
モ

ダ
ン
な
文
化
が
生
ま
れ
た
。 

  
 

本
書
は
、
阪
神
間
を
愛
す
る
人
々
が

集
う
阪
神
文
化
交
游
会
で
行
わ
れ
た
講

演
と
会
員
の
随
想
を
ま
と
め
た
も
の
。

そ
の
内
容
は
幅
広
く
、
講
師
や
会
員
の

顔
ぶ
れ
も
専
門
家
だ
け
で
な
く
経
済
人

や
知
事
、
落
語
家
と
多
彩
だ
。 

阪
神
文
化
や
そ
の
気
風
を
伝
え
た
い

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
熱
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。 

昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
兵
庫
を
築
く
―
あ

な
た
の
近
く
の
土
木
・
建
築
も
の
づ
く
り 

兵
庫
県
建
設
業
協
会
編
・
発
行 

兵
庫
県
内
の
代
表
的
な
土
木
建
造
物

七
六
、
建
築
施
設
一
二
八
を
収
録
す
る

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
写
真
集
。 

「
夕
や
け
橋
」
（
神
戸
市
中
央
区
）
、

「
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
、

「
西
宮
神
社
」
ほ
か
、
一
ペ
ー
ジ
に
一

～
二
点
ず
つ
を
取
り
上
げ
、
所
在
地
、

完
成
年
、
設
計
・
施
工
な
ど
の
デ
ー
タ

や
技
術
解
説
と
と
も
に
紹
介
す
る
。 

記
録
と
同
時
に
ガ
イ
ド
と
も
な
る
こ

の
本
を
手
に
、
じ
っ
く
り
と
そ
の
姿
と

対
面
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。 

 

播
磨
城
主
た
ち
の
事
件
簿 

播
磨
学
研
究

所
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

室
町
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
の
間
に
播

磨
の
地
を
治
め
た
大
名
た
ち
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
熱
く
語
っ
た
講

演
集
。 

取
り
上
げ
ら
れ
た
大
名
は
、
赤
松
・

木
下
・
黒
田
・
池
田
・
浅
野
・
榊
原
・

越
前
松
平
・
酒
井
の
八
氏
九
人
。 

五
度
に
わ
た
っ
て
転
封
さ
れ
「
引
越

し
大
名
」
と
い
わ
れ
た
殿
様
、
吉
原
の

太
夫
を
身
請
け
し
た
殿
様
、
江
戸
時
代

最
後
の
大
老
を
務
め
た
殿
様
な
ど
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
目
白
押
し
で
あ
る
。 

http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200135853&pvolid=PV:7200311372&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132261&pvolid=PV:7200312799&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200135495&pvolid=PV:7200315867&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200139410&pvolid=PV:7200337374&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200140599&pvolid=PV:7200342168&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132659&pvolid=PV:7200309401&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200139439&pvolid=PV:7200337012&type=CtlgBook&opt=


－新しく入った本－ 

                                神戸市                                                             
                                            

         

福
祉
事
業
型
「
専
攻
科
」
エ
コ
ー
ルK

O
B
E

の
挑
戦 

岡
本
正 

河
南
勝 

渡
部
昭
男

編
（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
） 

 
 

特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
た
知
的
障

害
者
の
進
路
は
、
以
前
は
作
業
所
な
ど

の
福
祉
就
労
や
就
職
な
ど
、
選
択
肢
が

限
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し

近
年
さ
ら
な
る
高
等
教
育
の
機
会
を
と

い
う
機
運
が
高
ま
り
、
各
地
で
「
専
攻

科
」
を
設
け
る
学
校
や
施
設
が
増
え
て

き
て
い
る
。 

 
 

本
書
は
二
〇
一
一
年
長
田
区
に
誕
生

し
た
「
エ
コ
ー
ルKOBE

」
の
立
ち

上
げ
の
経
緯
と
苦
労
、
各
種
実
習
や
講

義
と
い
っ
た
普
段
の
授
業
の
風
景
、
野

外
活
動
、
神
戸
大
学
の
学
生
へ
の
研
究

発
表
と
交
流
、
喜
劇
な
ど
を
手
が
け
る

プ
ロ
の
放
送
作
家
の
全
面
協
力
に
よ
る

「
え
こ
ー
る
新
喜
劇
」
の
成
功
、
そ
し

て
グ
ア
ム
へ
の
卒
業
旅
行
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る 

 

         

兵
庫
の
平
和
史
跡
ガ
イ
ド
―
戦
争
遺
跡
は

語
る 

兵
庫
の
「
語
り
つ
ご
う
戦
争
」
展

の
会
・
兵
庫
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
著

（
日
本
機
関
紙
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

戦
争
の
痕
跡
を
巡
る
活
動
を
続
け
て
き

た
編
者
た
ち
が
、
活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、

県
下
に
今
も
残
る
戦
争
関
連
遺
跡
と
資
料

館
な
ど
、
一
二
〇
ヵ
所
を
紹
介
す
る
。 

普
段
、
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
町
や
場

所
に
も
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
歴
史
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。 

 
新
・
神
戸
の
残
り
香 

成
田
一
徹
切
り

絵
・
文
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 

 
 

平
成
八
年
四
月
か
ら
神
戸
新
聞
な
ど

で
連
載
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
の
が

本
書
で
あ
る
。 

 
 

前
著
『
神
戸
の
残
り
香
』
同
様
、
名

所
旧
跡
以
外
で
神
戸
ら
し
さ
を
感
じ
る

も
の
を
切
り
絵
と
文
章
で
綴
っ
て
い
る
。

旧
神
戸
生
糸
検
査
所
、
鯉
川
筋
の
電
柱
、

伝
説
の
国
語
教
師
、
名
物
ケ
ー
キ
な
ど
、

索
引
を
見
る
だ
け
で
場
所
・
人
物
・
食

べ
物
が
思
い
浮
か
ぶ
。
今
も
残
る
神
戸

の
風
景
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
見
に
行
き

た
く
な
る
。 

著
者
は
昨
年
十
月
脳
出
血
の
た
め
亡

く
な
っ
た
。
氏
の
新
た
な
作
品
を
も
う

見
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
３
公
式
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク 

（
美
術
出
版
社
） 

命
の
ビ
ザ
を
繋
い
だ
男
―
小
辻
節
三
と
ユ

ダ
ヤ
難
民 

山
田
純
大
著
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版
） 

            

  

           

「
地
域
歴
史
遺
産
」
の
可
能
性 

 

神

戸

大

学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
編
（
岩
田
書
院
） 

政
令
指
定
都
市
―
百
万
都
市
か
ら
都
構
想

へ 

北
村
亘
著 

（
中
央
公
論
新
社
） 

書庫探訪 その31 

『摂津国佛母摩耶山忉利天上寺』 明治30年頃 

 
 摩耶山にある忉利天上寺は大化 2 年（646）に法道仙人が開創したと伝

えられる名刹です。弘法大師が唐から摩耶夫人（釈迦の生母）の像を持ち

帰り安置したことから、この山が仏母摩耶山と呼ばれるようになったとい

います。古くから信仰を集め、大正 11 年には参詣者のために摩耶ケーブ

ルがつくられました。しかし、昭和 51 年の不慮の大火でほぼ全焼し、摩

耶山頂北側の現在地に移転しました。 

明治期、この寺を参拝した人々に土産品として売られたこの銅版画で

は、摩耶山中腹にあった寺社が雲間に浮かびあがるように描かれており、 

焼失前の伽藍配置や長い階段を登っ

て詣でる人々の姿に、ありし日の様

子がしのばれます。山麓には、和田

岬灯台や、明治 7 年に神戸大阪間に

開通した路線を走る蒸気機関車の姿

もあり、海には蒸気船や帆掛舟が行

き交います。当時の神戸の情景まで

もが見て取れる寺社図です。 

せっつのくにぶつもまやさんとうりてんじょうじ 

ほうどう 

ま や ぶにん 

http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200139446&pvolid=PV:7200337103&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200141685&pvolid=PV:7200336073&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200141826&pvolid=PV:7200338697&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200095681&pvolid=PV:7200342157&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200142539&pvolid=PV:7200313449&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200141523&pvolid=PV:7200342109&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200138444&pvolid=PV:7200334911&type=CtlgBook&opt=
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
75 

神
戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー 

  

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
が
神
戸
新
聞
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
連
載
中
の
「
兵
庫
百

景
」
に
、
新
し
い
タ
ワ
ー
の
あ
る
港
の
風

景
を
描
い
た
川
西
英
は
、
翌
年
刊
行
さ
れ

た
画
集
の
中
で
「
市
民
に
は
も
と
よ
り
、

（
中
略
）
世
界
中
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
願
う
」
と
書
き
添
え
ま
し
た
。 

  

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
、
神
戸
開
港
九
十
周

年
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。 

港
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
タ
ワ
ー
の
建
設
は

そ
の
数
年
前
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
市
長
、
原
口
忠
次
郎
が
昭
和

三
十
四
年
に
欧
米
を
視
察
し
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
港
を
訪
れ
た
際
、
竣
工
直
前
の
高
層
タ

ワ
ー
を
見
て
、
具
体
的
な
建
設
に
着
手
す

る
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

昭
和
三
十
年
代
、
経
済
成
長
と
そ
れ
に

と
も
な
う
貿
易
の
拡
大
を
背
景
に
、
神
戸

港
で
は
新
た
な
突
堤
の
建
設
と
海
面
の
埋

め
立
て
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
前

か
ら
日
本
を
代
表
的
す
る
国
際
港
で
あ
っ

た
神
戸
港
は
、
戦
後
、
接
収
さ
れ
て
い
た

埠
頭
の
返
還
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
勢
い

を
取
り
戻
し
、
昭
和
三
十
年
代
初
め
ご
ろ

に
は
外
国
航
路
の
入
港
数
、
輸
出
入
数
量

と
も
に
戦
前
の
最
高
値
を
超
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
経
済
の
発
展
を
支
え
る
港

の
現
状
や
そ
の
機
能
を
間
近
に
眺
め
、
関

心
を
寄
せ
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
図
か
ら
、

建
設
地
は
港
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
り
、
交

通
機
関
各
線
や
商
店
街
と
も
近
く
、
人
の

流
れ
が
見
込
め
る
中
突
堤
と
な
り
ま
し
た
。 

港
を
展
望
す
る
た
め
の
塔
、
と
い
う
目

的
が
こ
の
タ
ワ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
方
向
づ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
採
用
さ
れ
た

の
は
、
上
に
向
か
っ
て
細
く
な
る
尖
塔
型

で
は
な
く
鼓
型
。
下
か
ら
三
分
の
二
あ
た

り
の
位
置
が
最
も
細
く
、
そ
こ
か
ら
上
下

に
広
が
る
形
は
最
上
部
に
展
望
室
を
配
置

す
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。
鼓
型
が
描
く

緩
や
か
な
曲
線
は
、
一
本
一
本
は
ま
っ
す

ぐ
な
鋼
管
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
外
筒
と
し
、

内
側
に
は
展
望
室
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
を
収
め
た
内
筒
を
配
し
て
い
ま
す
。 

全
面
的
に
用
い
ら
れ
た
鋼
管
構
造
は
、

独
特
の
意
匠
を
形
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

風
の
抵
抗
を
受
け
に
く
く
耐
腐
食
性
に
も

優
れ
て
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
、
構
造
と

も
に
当
時
と
し
て
は
類
を
見
な
い
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
耐
風
、
耐
震
性
能
は
綿
密

に
解
析
さ
れ
、
精
巧
な
模
型
を
用
い
て
の

実
験
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

タ
ワ
ー
の
色
は
当
初
シ
ル
バ
ー
一
色
の

計
画
で
し
た
が
、
航
空
法
上
不
適
当
で
あ

り
、
ま
た
天
候
に
よ
っ
て
は
景
色
の
中
に

映
え
な
い
こ
と
か
ら
再
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

高
層
建
築
物
の
塗
装
に
関
す
る
法
の
規
定

と
美
観
と
を
考
慮
し
た
結
果
、
外
筒
は
ほ

ぼ
赤
一
色
、
内
筒
そ
の
他
は
白
に
近
い
グ

レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

前
例
の
な
い
構
造
を
実
現
し
、
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
求
め
ら
れ
る
機
能
を
無
駄

な
く
形
に
し
た
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
、
昭
和

三
十
八
年
度
の
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。 

  

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
の
開
業
は
昭
和
三
十
八

年
十
一
月
二
十
一
日
。
雲
ひ
と
つ
な
い
晴

天
の
下
、
地
上
約
百
メ
ー
ト
ル
の
展
望
台

か
ら
は
、
当
時
荷
役
を
担
っ
た
艀
や
大
小

の
船
が
行
き
交
う
港
内
だ
け
で
な
く
、
大

阪
湾
や
淡
路
島
を
も
一
望
で
き
ま
す
。
市

街
地
を
囲
む
六
甲
山
系
は
紅
く
色
づ
き
、

訪
れ
た
千
五
百
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
来
場
者
数
は
順
調
に
伸
び
、
十
ヵ
月

で
百
万
人
を
突
破
。
多
く
の
人
で
賑
わ
う

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

  

神
戸
港
を
め
ぐ
る
風
景
は
そ
の
後
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
造
成
や
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
の
整
備
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
貌

し
ま
す
。
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
近
隣
の
海
洋

博
物
館
や
ホ
テ
ル
と
と
も
に
、
港
だ
け
で

な
く
街
を
代
表
す
る
風
景
の
ひ
と
つ
と
な

り
ま
す
。
山
や
海
か
ら
神
戸
を
遠
望
す
る

と
き
、
こ
の
タ
ワ
ー
を
探
し
て
し
ま
う
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、

岸
壁
の
崩
れ
た
中
突
堤
に
あ
っ
て
も
、
こ

の
タ
ワ
ー
は
大
き
な
被
災
を
免
れ
ま
し
た
。

約
一
ヵ
月
後
の
二
月
十
四
日
に
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
再
開
し
ま
す
。
人
影
も
ま
ば
ら

な
中
、
灯
る
静
か
な
光
に
は
復
興
へ
の
願

い
が
こ
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
二

十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
被
災

地
に
向
け
た
エ
ー
ル
を
点
灯
し
ま
し
た
。 

  

土
地
の
象
徴
と
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、

地
形
や
建
造
物
と
い
っ
た
物
理
的
条
件
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
で
過
ご
す
人
た
ち
の
記

憶
の
蓄
積
に
よ
り
形
作
ら
れ
て
い
く
面
が

あ
り
ま
す
。
タ
ワ
ー
を
見
上
げ
た
経
験
、

そ
の
展
望
台
か
ら
見
た
景
色
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
間
が
積
み
重
な
っ
て
、
ど
こ
か
郷
愁

に
も
似
た
親
し
み
が
よ
り
大
き
く
育
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
。 

 

神
戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
今
年
、
五
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。 
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